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８
月
１０
日
、
野
田
民
主
党
政

権
は
、
国
民
の
半
数
以
上
が
反

対
す
る
中
、
自
公
両
党
と
の
密

室
合
意
に
も
と
づ
く
消
費
税
増

税
法
案
を
強
行
成
立
さ
せ
ま
し

た
。世

論
の
反
対
を
押
し
切
り
、

税
と
社
会
保
障
の
一
体
「
改

悪
」
や
原
発
再
稼
働
強
行
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
容
認
な
ど
に
、

国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
て
い
ま

す
。
今
、
野
田
政
権
の
支
持
率

は
２
割
を
切
り
、「
政
策
に
期

待
が
持
て
な
い
」「
国
民
の
こ

と
を
全
く
考
え
て
い
な
い
」
な

ど
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
全

く
考
え
る
こ
と
な
く
、
政
治
の

背
景
に
あ
る
財
界
や
大
企
業
の

利
益
優
先
、
ア
メ
リ
カ
へ
追
随

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
、
日
本

全
国
で
批
判
が
続
出
し
て
い
ま

す
。組

合
員
の
怒
り
の
声
を
取
材

し
ま
し
た
。
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消
費
税
に
つ
い
て
、
政
府
は

国
民
の
声
を
全
く
聞
か
ず
に
、

財
界
や
大
企
業
の
言
い
な
り
に

ば
か
り
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

日
々
も
の
す
ご
く
感
じ
て
い
ま

す
。
今
の
政
府
は
国
民
の
方
を

向
い
て
い
な
い
の
で
、
全
く
期

待
で
き
な
い
と
い
う
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
す
。
政
治
の
流
れ

を
変
え
な
き
ゃ
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。

公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
に
も
っ
と
下

が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

賃
金
が
下
が
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

労
働
意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
に
公
務
員
を
め
ざ

す
若
い
人
が
減
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
、
良
い
人
材
が
確

保
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
い

う
不
安
が
も
の
す
ご
く
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
も
低
下
し
て
し
ま
う

と
、と
て
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

��
��
��
��
  
!!

��

""
##
��
��
$$

��

�
久
米
逸
夫
さ
ん（
名
水
労
）

原
発
は
な
い
方
が
い
い
に
決

ま
っ
て
い
る
。
火
力
発
電
所
は

壊
れ
て
も
す
ぐ
復
旧
に
入
れ
る

け
ど
、
原
発
は
近
寄
る
こ
と
も

で
き
な
い
の
だ
か
ら
。
人
間
が

完
全
に
制
御
で
き
な
い
も
の
を

立
て
た
こ
と
が
間
違
い
で
す
。

廃
炉
に
す
る
何
兆
円
も
の
費
用

と
何
十
年
も
の
月
日
が
必
要
な

の
で
す
か
ら
。
た
だ
、
火
力
や

地
熱
な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
自
然
破
壊
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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仁
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さ
ん（
名
水
労
）

原
発
は
あ
る
な
し
で
言
え

ば
、
当
然
な
い
方
が
い
い
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
い

時
に
ど
う
す
る
か
定
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
全
員
が
や
め
ろ
と

い
う
声
に
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。直
接
被
害
を
受
け
た
り
、

自
身
の
健
康
に
影
響
が
あ
る
の

で
は
と
不
安
に
思
う
人
も
含
め

て
デ
モ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
多
く
の
人
は
本
当
に

身
近
に
は
感
じ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
そ
こ
ま
で
思
い
が
至
っ

て
い
な
い
の
で
は
。
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
こ
と
も
含
め
て
議
論

が
必
要
で
す
。
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公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
非
常
に
先
行
き
に
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
と

同
じ
か
、
そ
れ
以
上
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
賃
金
だ
け
下
が
っ

て
行
く
と
い
う
の
は
納
得
で
き

な
い
。
公
務
員
賃
金
が
下
が
っ

て
、
民
間
も
下
が
っ
て
、
の
繰

り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
怖
い
で
す
。

退
職
金
削
減
の
問
題
も
、
こ

の
ま
ま
行
く
と
、
退
職
金
自
体

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
定
年
も

な
く
な
っ
て
僕
の
頃
に
は
７０
歳

ま
で
働
か
な
い
と
い
け
な
く

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
老
後
も

な
く
な
り
、
何
が
楽
し
く
て
働

い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
人
生
設
計
も

立
て
ら
れ
な
い
し
、
自
分
の
将

来
に
対
し
て
す
ご
く
不
安
に
感

じ
て
い
ま
す
。

国国
民民
不不
在在
のの
政政
治治
許許
すす
なな

野野
田田
民民
主主
党党
政政
権権
のの
暴暴
走走
止止
めめ
よよ
うう

関西電力東海支社前で力強い抗議

８
月
１７
日
、
名
古
屋
市
東

区
の
関
西
電
力
東
海
支
社
前

で
、
大
飯
原
発
の
即
刻
停
止

を
求
め
る
抗
議
行
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
行
動
は
、
原
発

再
稼
働
反
対
を
訴
え
る
個
人

の
有
志
か
ら
つ
く
ら
れ
た

「
ナ
ゴ
ヤ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！

原
発
ゼ
ロ
」
の
主
催
で
、
今

年
の
５
月
よ
り
、
毎
週
金
曜

日
の
１８
時
か
ら
２０
時
ま
で
、

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
、「
関
西
電

力
は
、
美
浜
原
発
の
燃
料
棒

折
損
事
故
を
隠
す
な
ど
、
事

実
を
隠
蔽
し
て
原
発
を
運
転

し
て
き
た
。
安
全
よ
り
も
利

益
を
優
先
す
る
関
電
に
再
稼

働
の
突
破
口
を
切
ら
せ
た
野

田
首
相
の
や
り
方
に
は
、
大

変
怒
り
を
感
じ
ま
す
。
今
す

ぐ
原
発
を
止
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
！
」
の
訴
え
に
、
大
き
な

拍
手
と
と
も
に
「
そ
う
だ
。

止
め
さ
せ
よ
う
」
と
多
く
の

参
加
者
が
呼
応
。「
原
発
い

ら
な
い
」、「
大
飯
原
発
今
す

ぐ
止
め
ろ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
行
い
、
原
発
の
即

時
停
止
を
訴
え
ま
し
た
。

原原
発発
はは
今今
すす
ぐぐ
止止
めめ
ろろ

関関
電電
支
社
前前
抗抗
議
行行
動動

愛葉猛さん
（瀬戸市職労）

２
０
１
２
人
勧
の

主
な
内
容

●
月
例
給
、
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に

改
定
な
し
（
給
与
特
例
法
に
よ

る
７
・
８
％
削
減
を
人
事
院
が

容
認
し
、
支
給
実
態
と
な
ら
な

い
俸
給
表
の
比
較
結
果
で
改
定

見
送
り
）

●
昇
給
・
昇
格
制
度
を
見
直
し

（
５５
歳
超
職
員
の
人
事
評
価

が
、
良
好
で
あ
る
「
標
準
者
」

の
昇
給
停
止
と
、
昇
格
時
の
号

級
引
き
下
げ
）

実実
質質
のの
賃賃
下下
げげ
勧勧
告告
はは
許許
ささ
なな
いい

２２
００
１１
２２
人人
事事
院院
勧勧
告告

杉本仁志さん（左）と久米逸夫さん（右）

８
月
８
日
、
人
事
院
は
国
会

と
内
閣
に
対
し
て
、
国
家
公
務

員
に
か
か
る
給
与
勧
告
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
は
、
国
家
公
務

員
に
平
均
７
・
８
％
の
賃
下
げ

が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
と
で
、

民
と
比
べ
て
官
は
、
マ
イ
ナ
ス

２
８
、６
１
０
円
も
の
実
際
の

較
差
を
無
視
し
て
、
俸
給
表
及

び
一
時
金
の
改
定
を
見
送
り
、

５５
歳
超
職
員
の
昇
級
停
止
と
昇

格
時
対
応
号
給
の
引
き
下
げ
を

す
す
め
る
内
容
で
す
。

こ
の
勧
告
は
、
厳
し
い
人
員

体
制
の
中
で
職
務
に
励
む
公
務

労
働
者
の
が
ん
ば
り
を
無
視

し
、
昨
年
人
事
院
自
身
が
違
法

性
に
強
い
懸
念
を
示
し
た
「
給

与
特
例
（
賃
下
げ
）
法
」
を
容

認
す
る
も
の
で
す
。
公
務
員
の

労
働
基
本
権
剥
奪
の
代
償
で
あ

る
人
事
院
勧
告
の
役
割
放
棄
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
６

０
０
万
人
超
の
労
働
者
に
直
接

影
響
を
与
え
る
「
公
務
員
総
人

件
費
削
減
」
の
押
し
つ
け
は
、

労
働
者
の
賃
金
抑
制
、
生
活
悪

化
、
地
域
経
済
の
破
壊
を
招
く

も
の
で
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
職
場
か
ら

活
動
を
広
げ
、
不
当
な
勧
告
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

深谷径佑さん
（知立市職労）
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名
古
屋
水
道
検
針
員
労
組

は
、
検
針
業
務
の
競
争
入
札
に

反
対
し
よ
う
と
、
組
合
員
１
２

３
名
全
員
の
思
い
を
込
め
た
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
は
、「
良

い
仕
事
は
良
い
労
働
条
件
で
」、

「
私
た
ち
の
生
活
と
雇
用
を

守
っ
て
！
」
な
ど
、
切
実
な
思

い
が
カ
ラ
フ
ル
な
色
紙
に
書
か

れ
、
全
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
仕
事
は
１
年
契

約
な
の
で
、
毎
年
の
労
働
条
件

に
す
ご
く
不
安
を
感
じ
て
い
る

ん
で
す
」
と
語
る
の
は
上
田
恵

美
子
委
員
長
。
こ
こ
数
年
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
交
通
費
の
削
減
な

ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
、
検
針

業
務
が
競
争
入
札
に
か
け
ら
れ

た
ら
大
変
だ
、
と
話
し
合
っ
た

そ
う
で
す
。「
み
ん
な
が
入
札

と
い
う
言
葉
に
す
ご
く
敏
感

で
、
労
働
条
件
が
さ
ら
に
悪
く

な
る
の
で
は
、
と
の
思
い
を
訴

え
る
手
段
と
し
て
、
こ
れ
を
作

る
事
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
い

き
さ
つ
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

様
々
な
活
動
の
中
で
、
初
め
て

で
き
た
全
員
の
団
結
の
あ
か
し

に
、「
７
月
末
か
ら
と
い
う
短

期
間
の
と
り
く
み
に
も
か
か
わ

ら
ず
、こ
こ
ま
で
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ

た
か
ら
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
語
る
上
田
委
員
長
。

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
３０
日
に

行
わ
れ
る
水
道
局
と
の
懇
談
の

場
で
、
手
渡
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

競競
争争
入入
札札
反反
対対
へへ
団団
結結
のの
タタ
ペペ
スス
トト
リリ
ーー

１１
２２
３３
名名
のの
思思
いい
一一
つつ
にに

組合員全員の熱い思いを水道局に届けます

名名
古古
屋屋
水水
道道

検検
針針
員員
労労
組組

平平和和署署名名宣宣伝伝行行動動 港港職職労労

�名古屋港駅前
で署名の訴え

終
戦
記
念
日
で
あ
る
８
月
１５

日
の
昼
休
み
、
港
職
労
は
女
性

部
を
中
心
に
、
毎
年
と
り
く
ん

で
い
る
平
和
署
名
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
水
族
館
や
港
を

訪
れ
る
人
で
に
ぎ
わ
う
、
地
下

鉄
名
古
屋
港
駅
前
で
行
わ
れ
、

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
戦

争
か
ら
６７
年
の
月
日
が
流
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
原

発
の
放
射
能
漏
れ
事
故
が
起
こ

り
、私
た
ち
日
本
は
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
、
ビ
キ
ニ
で
の
水
爆

実
験
に
続
き
、
３
度
目
の
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
核
、
放
射
能
の
な
い
世
の

中
に
変
え
て
い
き
た
い
。
世
界

で
も
、
核
廃
絶
を
求
め
る
声
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
」
の
訴

え
に
、道
ゆ
く
人
が
耳
を
傾
け
、

署
名
に
と
り
く
み
ま
す
。

宣
伝
行
動
は
、
お
昼
の
短
い

休
憩
時
間
の
中
で
、
核
兵
器
全

面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
署
名
２３
筆

を
集
め
、
同
時
に
憲
法
９
条

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
配
布
さ
れ
、
核

廃
絶
と
世
界
平
和
へ
の
願
い
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

����� 安くて
安心

自
治
労
連

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

８
月
１１
日
、
静
岡
県
牧
之
原

市
の
島
田
信
用
金
庫
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
野
球

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
戦

は
、
昨
年
と
同
一
カ
ー
ド
の
名

古
屋
市
職
労
ｖ
ｓ
島
田
市
労
連

（
静
岡
）。
試
合
は
、
着
実
に

点
を
重
ね
た
名
古
屋
が
、
最
終

回
に
粘
り
を
見
せ
る
島
田
を
振

り
切
り
、
４
対
２
で
優
勝
。
名

古
屋
は
１０
月
に
横
浜
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
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�
	


�

沖縄『復帰』４０年
基地を抱える沖縄と
本土との心の架け橋に

『普天間』東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会

全国へ向けてがんばるぞ！

●
長
久
手
市
職
労（

７
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

奥
村

修
一

副
執
行
委
員
長

水
野

広
道

〃

近
藤

朝
美

書

記

長

水
谷

一
義

書

記

次

長

水
野

里
保

●
春
日
井
市
職
労（

８
月
７
日
）

執
行
委
員
長

望
月

敦

副
執
行
委
員
長

加
賀

義
之

書

記

長

黒
田

重
喜

書

記

次

長

後
藤

真
実

●
宮
田
用
水
労

執
行
委
員
長

三
輪

和
義

副
執
行
委
員
長

国
立

正
司

書

記

長

北
角

真
司

（青年劇場公演）

坂手洋二＝作 藤井ごう＝演出

と き １１月２１日�１８：３０開演
ところ アートピアホール
（名古屋市青少年文化センター）
問い合わせは県本部までお願いします。

１
０
５
１
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
ア
マ
ヤ
ド
リ
」で
し
た
。

４６
通
応
募
で
４５
通
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

井
沢

洋（
豊
橋
市
職
労
）

笠
原

里
紗（
春
日
井
市
職
労
）

須
田
真
奈
美（
半

田

市

職
）

竹
川

典
子（
瀬
戸
市
職
労
）

中
島

典
子（
自
治
体
一
般
）

早
川

高
志（
岩

倉

市

職
）

松
井

芳
巳（
西

尾

市

職
）

村
井
見
早
子（
長
久
手
市
職
労
）

森

奈
美
子（
豊
川
市
職
労
）

森
岡
八
千
代（
学

事

労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

９
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の

カギを解き二重枠に入る文
字を並べてできる言葉は何で
しょう（ヒント：この熟語を
見るだけでも暑さを忘れる）
【タテのカギ】�事故がない
こと �彼の意見に―― �
○○の大木 �７日後、――
は今日と同じ �町の――者
�先のことだと――に構え
る �強敵相手に――が揺ら
ぐ 	用が済み○○に着く

客の○○は思った以上
【ヨコのカギ】�別居の対
�軽度の対 �ききめ。逆―
― �猫が弓なりに○○をす
る 汝の――を愛せよ 	
福祉の発展に○○ �不義理
をしたので――が高い �特
別番組の略

当当
選選
者者

““核核廃廃絶絶””のの声声大大ききくく訴訴ええ

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


